





























国際環境を反映した紆余曲折を経た後、1491年 12月 6日、フランス王シャルル 8世との結婚が秘
―　　―82








































月 30日にルイ 11世（Louis XI）が亡くなった後、翌年 5月 30日にシャルル 8世が即位したが、シャ
ルルが若年であったことを理由にシャルルの姉のアンヌ・ド・ボージュウ（Anne de Beaujeu）が
摂政を務めることとなった。ブルターニュ併合への動きはこのアンヌ・ド・ボージュウの下で加速















































































ルイはシャルル 8世が生まれるまでは王位継承順位第 1位、シャルルが生まれた後も第 2位の位置
にいたが、ルイ 11世はそのルイに対して自分の娘ジャンヌ・ド・フランス（Jeanne de France）を
嫁がせた。しかし、ジャンヌは身体に障害を持ち子どもを産むことができないとされていた。そこ
にオルレアンの血を絶やそうとするルイ 11世の意図を見ることができるが、1483年 8月 30日に
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